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近年，多くのサービスやアプリケーションにおいて，それらの機能を外部から利用する際にWeb APIが用いられ

ている．Web APIは汎用的な HTTPプロトコルによってリクエストした結果を JSONなどの処理しやすい形のレスポ

ンスデータとして返すことにより，柔軟なデータ処理を可能としている．この仕組みは電子カルテにおいても有用と

考えられたため，今回我々は当院の電子カルテからデータを取得する Web APIの構築を試みた． 

その結果，APIで定義した範囲内においては電子カルテのデータを単純な HTTP リクエストで取得することが可

能となり，いくつかの Webアプリケーションの実運用で利用することができた．また，多くの医療機関で共通して利

用される情報については，電子カルテシステムの種類に依存しない標準化された Web API を策定することにより，

電子カルテのデータの効率的な利用につながるものと考えられる． 
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1. はじめに 

近年，医療機関では電子カルテシステムの導入

が進んでおり，数多くの診療情報が電子的に保存

される状況となっている． 

電子カルテに保存されたデータの二次利用に

は DWH 等を用いた試みがなされている[1]．一方

で，Amazon, Facebook, Twitter 等をはじめとする

Webサービスや業務システムにおいては Web API

によるデータ交換が一般的となってきている．Web 

API の定義は厳密には定まっていないが，「HTTP 

(Hypertext Transfer Protocol)を利用してネットワ

ー ク 越 し に 呼 び 出 す API (Application 

Programming Interface)」のように定義され，内部

の実装を知ることなく外部インターフェースを介し

てデータを利用できる仕組みを指す[2]．Web API

はHTTPを利用するため汎用性が高く，多くのプロ

グラミング言語で容易に利用が可能である． 

そこで，今回我々は電子カルテシステムの情報

をデータベースから直接取得する Web API の構

築を試みた． 

2. システム概要 

1) システム構成  

本システムは電子カルテシステムが稼働してい

る医療情報ネットワーク上の Web サーバ（

Windows Server 2012 R2）上に構築した．その概

要図を Fig.1 に示す． 

 

Fig.1  システム概要図 

クライアントはWebサーバから HTTPでデータを取

得する．バックエンドでは Web サーバが電子カル

テ DBから SQLでデータを取得するが，クライアン

トはこの部分を意識する必要はない． 
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2) Web API の仕様  

今回我々が構築した Web API は実証実験が主

目的であるため，レスポンスは必要最小限の構成

となっている．また，現時点で実装しているリソース

は網羅的なものではなく，アプリケーションでデー

タを取得する必要が生じた際に順次リソースの追

加を行なっている． 

(1) リクエストの仕様  

リクエストのURIの基本的な形式を Fig.2に示す

．セキュリティを考慮し，暗号化通信である HTTPS

のみを許可する．本 API はデータの取得専用であ

るため，GET メソッドのみを使用する． 

 

Fig.2  リクエストの基本的な形式 
 

(2) レスポンスの仕様  

レスポンスは JSON 形式で返却される．レスポン

スの基本的な形式を Fig.3 に示す． 

 

Fig.3  レスポンスの基本的な形式 
 

3. システム評価 

Web API の利用により，それまではデータベー

スの構造を把握した上で SQL を発行して取得して

いたデータを単純な HTTP リクエストで取得できる

ようになった． 

この結果を受けて，Web アプリケーションからの

Web APIの利用についての実証実験を行った．具

体的な実装の例として，患者登録時の患者氏名・

性別の自動入力，患者の入退院状況チェック，腎

機能低下患者の禁忌薬チェック等で今回構築した

Web API を用いてデータを取得し，電子カルテの

データをリアルタイムで Web アプリケーションから

直接利用できることを確認した． 

4. 考察 

API のリソースを新たに実装する際には，Web

サーバがデータベースからデータを取得するため

の SQL を定義する必要があるため，ある程度の工

数が必要であった．しかし，一度リソースを実装す

れば以降は同じリソースを取得する際に Web サー

バに送信する HTTP リクエストのみを考慮すればよ

いため，再利用性の高い APIを構築することにより

大きなメリットが得られる． 

また，電子カルテシステムのバージョンアップや

ベンダーの変更によりシステムの仕様に変更が生

じたとしても，変更前と同じリソースを実装すること

ができればクライアント側のプログラムには変更が

不要であり，システムの変更に対する柔軟性も向

上する．しかし，電子カルテシステムのデータベー

スは一般には外部からのデータ取得をそれほど考

慮していないため，データベースの構成によって

は API で取得したいデータを効率よく取得できな

い場合があることには注意が必要である． 

今回は電子カルテシステムのデータベースから

データを取得したが，即時性が問題とならないデ

ータについては取得先を DWH 等に変更すること

も可能である．このように，リソースごとにデータの

取得先が異なる場合でも，統一的なインターフェ

ースを用いることができる点もメリットといえる． 

5. 結語 

Web API の構築により，医療機関にとって利活

用の自由度の高いデータを単純な HTTP リクエス

トで取得することが可能となった．Web API が普及

してきている近年の状況からも，電子カルテシステ

ムの種類に依存しない標準化された Web API の

策定が期待される． 
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